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政
府
の
「
地
方
創
生
に
関

す
る
地
方
六
団
体
と
の
意
見

交
換
会
」
が
12
月
５
日
、都
内

で
開
催
さ
れ
、本
会
か
ら
は
丸

子
善
弘
会
長（
山
形
市
議
会
議

長
）が
出
席
。
黄
川
田
仁
志
地

方
創
生
担
当・地
域
未
来
戦
略

担
当
大
臣
に
対
し
、重
点
支
援

地
方
交
付
金
な
ど
に
よ
る
支

援
の
拡
大
や
地
方
に
お
け
る

地方創生に関する地方六団体との意見交換会

若
者
の
定
住
促
進
な
ど
に
つ

い
て
要
望
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、黄
川
田

大
臣
、阿
部
守
一
全
国
知
事
会

長（
長
野
県
知
事
）か
ら
の
あ

い
さ
つ
の
後
、内
閣
官
房
事
務

局
か
ら
の
説
明
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
地
方
六
団
体
の

代
表
は
黄
川
田
大
臣
と
の
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
丸
子
会

長
は
、
地
域
未
来
戦
略
等
の

推
進
に
当
た
り
地
方
の
意
見

を
十
分
に
反
映
す
る
こ
と
を

求
め
た
上
で
▽
経
済
対
策
及

び
重
点
支
援
地
方
交
付
金
▽

人
口
減
少
対
策
▽
定
住
促
進

▽
独
自
の
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
地
方
に
寄
り
添
っ
た
支

援
―
に
つ
い
て
意
見
陳
述
し
、

国
の
対
応
を
求
め
た
。

会
長
発
言
要
旨

▽
総
論

･
地
域
未
来
戦
略
や
地
方
創

生
の
推
進
に
当
た
っ
て
は

地
方
の
意
見
を
十
分
に
反

映
す
る
こ
と

▽
経
済
対
策
及
び
重
点
支
援

地
方
交
付
金

･
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の

国
に
よ
る
持
続
的
か
つ
効

果
的
な
支
援
の
拡
大

･
補
正
予
算
の
早
期
成
立
及

び
交
付
金
の
配
分
額
や
制

度
の
詳
細
を
地
方
自
治
体

に
速
や
か
に
通
知
す
る
な

ど
早
期
執
行
へ
の
配
慮

▽
人
口
減
少
対
策

･
地
方
自
治
体
の
多
岐
に
渡

る
施
策
の
た
め
、
総
合
的

か
つ
柔
軟
な
活
用
を
可
能

と
す
る
基
金
の
創
設
な
ど

新
た
な
財
政
支
援
の
検
討

▽
定
住
促
進

･
地
域
未
来
戦
略
の
推
進

に
当
た
っ
て
、
雇
用
機
会

創
出
の
た
め
、
持
続
的
な

成
長
に
資
す
る
取
組
を
行

う
地
域
企
業
、
地
方
自
治

体
に
対
す
る
有
機
的
パ
ッ

ケ
ー
ジ
支
援

･
「
地
方
拠
点
強
化
税
制
」

の
制
度
の
継
続
と
、
本
社

機
能
の
地
方
分
散
を
促
す

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る

よ
う
こ
れ
ま
で
の
実
績
や

効
果
な
ど
も
踏
ま
え
制
度

の
更
な
る
拡
充

･
企
業
誘
致
の
た
め
地
方
自

治
体
が
行
う
産
業
用
地
の

整
備
に
対
す
る
法
的
及
び

財
政
両
面
か
ら
の
重
点
的

な
支
援

･
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

子
ど
も
に
関
わ
る
全
国
一

律
の
医
療
費
助
成
制
度
の

創
設
等
、
地
域
間
格
差
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
観
点
を
踏
ま
え
た
検

討
な
ど
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
自
治
体
の
人
口
減
少
対

策
に
対
す
る
積
極
的
な
財

政
支
援

▽
独
自
の
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
地
方
に
寄
り
添
っ
た
支

援･
地
方
に
寄
り
添
っ
た
伴
走

型
の
支
援
を
今
後
も
積
極

的
に
講
じ
る
こ
と
及
び
更

に
踏
み
込
ん
だ
施
策
の
展

開

意見陳述する丸子会長 黄川田地方創生担当、地域未来戦略担当大臣

丸子会長 黄川田地方創生・地域未来戦略担当相に要望
人口減少対策・定住促進

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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本庄立憲民主党政調会長（中央）ら政調メンバー、山花同党ネクスト
総務・政治改革担当大臣（左から３人目）に要望

鬼木自民党厚生労働部会長（左から2人目）に要望

福田文科大臣政務官（左から2人目）に要望

【要望活動参加者】（敬称略）
▪全国市議会議長会会長
丸子善弘（山形市議会議長）
▪全国都道府県議会議長会会長
藏内勇夫（福岡県議会議長）
▪全国町村議会議長会会長
中本正廣（広島県安芸太田町議会議長）

【要望先】（敬称略）
福田かおる（文部科学大臣政務官）
鬼木　誠（自由民主党厚生労働部

会長）
本庄知史（立憲民主党政務調査会長）
山花郁夫（立憲民主党ネクスト総務・

政治改革担当大臣）
髙松智之（立憲民主党政務調査会

長補佐）
西川厚志（立憲民主党政務調査会

長補佐）

【要望活動参加者・要望先】【要望活動参加者・要望先】 三
議
長
会
会
長 

政
府
・
与
野
党
へ
要
望

主
権
者
教
育
の
推
進・厚
生
年
金
加
入

本
会
の
丸
子
善
弘
会
長

（
山
形
市
議
会
議
長
）、
全

国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

の
藏
内
勇
夫
会
長
（
福
岡

県
議
会
議
長
）、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
の
中
本
正

廣
会
長
（
広
島
県
安
芸
太

田
町
議
会
議
長
）
は
12
月

10
日
、
文
部
科
学
省
及
び

自
由
民
主
党
・
立
憲
民
主

党
の
要
職
に
対
し
、
要
望

活
動
を
行
っ
た
（
要
望
活
動

参
加
者
・
要
望
先
は
上
掲
、

写
真
は
左
掲
）。

要
望
活
動
で
は
、
三
議
長

会
で
決
定
し
た
「
学
習
指
導

要
領
に
『
学
校
と
議
会
が
連

携
し
た
主
権
者
教
育
の
推

進
』
に
つ
い
て
明
記
を
求
め

る
決
議
」「
厚
生
年
金
へ
の

地
方
議
会
議
員
の
加
入
を
求

め
る
決
議
」
を
踏
ま
え
、
主

権
者
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

文
科
省
に
、
厚
生
年
金
加
入

に
つ
い
て
自
民
党
及
び
立
憲

民
主
党
要
職
に
要
望
し
た
。

12
月
８
日
、
青
森

県
東
方
沖
を
震
源
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
５
、
最
大
震
度

６
強
の
地
震
が
発
生
。

北
海
道
か
ら
北
東
北

に
か
け
て
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。

青
森
県
及
び
岩
手
県
は
同

日
付
で
各
地
に
災
害
救
助
法

を
適
用
し
た
。
同
法
の
適
用

に
よ
り
、
避
難
所
設
置
や
被

災
者
の
救
出
、
住
宅
の
応
急

修
理
な
ど
に
係
る
費
用
の
５

～
９
割
が
国
庫
負
担
さ
れ
る
。

適
用
地
域
は
次
の
通
り
。

八
戸
市
、三
沢
市
、

む
つ
市
な
ど
３
市
７
町
２
村

宮
古
市
、大
船
渡

北
海
道・三
陸
沖
後
発

北
海
道・三
陸
沖
後
発

地
震
注
意
情
報
発
表

地
震
注
意
情
報
発
表

政
府
は
12
月
９
日
、
青
森

県
東
方
沖
の
地
震
発
生
に
伴

い
、
北
海
道
の
根
室
沖
か
ら

東
北
地
方
の
三
陸
沖
に
か
け

て
新
た
な
大
規
模
地
震
（
後

発
地
震
）
が
発
生
す
る
可
能

性
が
相
対
的
に
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
北
海
道・三

陸
沖
後
発
地
震
注
意
情
報
」

を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
1
週
間
程
度
、
日
頃
の

備
え
の
再
確
認
や
発
災
時
に

す
ぐ
避
難
で
き
る
準
備
な
ど

の
防
災
対
応
の
呼
び
か
け
が

行
わ
れ
る
。

青
森
県

岩
手
県

市
、久
慈
市
、陸
前
高
田
市
、

釜
石
市
な
ど
５
市
４
町
３
村

青森県東方沖地震
災害救助法適用

 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

市議会が進める独自の取組を毎月紹介
する時事通信社 iJAMP「市議会最前線」。

12月は岩手県奥州市議会が取り組む
「『市民に信頼
され存在感の
ある議会を目
指して』」を紹
介しています。

本 記 事 は、
本会ウェブサ
イト「議会改
革の取組」で
ご覧になれま
す。

iJAMP 「市議会最前線」 / 岩手県奥州市

https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html
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令
和
7
年
度
「
大
規
模
地

震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
特
別
委

員
会
」（
委
員
長
＝
永
山
宏

恵
い
わ
き
市
議
会
議
長
）
は

11
月
17
日
、
東
京
・
Ａ
Ｐ
新

橋
で
有
識
者
等
と
の
意
見
交

換
会
（
第
２
回
委
員
会
）
を

開
催
。
来
年
２
月
予
定
の
国

へ
の
要
望
・
提
言
の
取
り
ま

と
め
に
向
け
、
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
東
京
大
学
生

産
技
術
研
究
所
の
加
藤
孝
明

教
授
が
「
災
害
へ
の
備
え
の

構
造
を
俯
瞰
す
る
」
と
題
し

て
講
演
し
た（
４
～
５
面
）。

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

加
藤
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、
石
川
県
能
登

町
、
静
岡
県
伊
豆
市

及
び
熊
本
県
宇
土
市

の
危
機
管
理
関
係
部

署
の
担
当
者
3
名
の

パ
ネ
リ
ス
ト
（
氏
名

及
び
役
職
名
は
右
下

掲
）
が
そ
れ
ぞ
れ
事

例
紹
介
を
行
い
、「
大

規
模
地
震
に
備
え
た

防
災
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
を
行
っ
た

（
６
～
11
面
）。

有識者等との意見交換会（第２回委員会）の模様

各
市
の
取
組
事
例
を
共
有・議
論

現地調査（豊橋市）の模様

大規模地震に備えた防災まちづくりの推進に大規模地震に備えた防災まちづくりの推進に
関する特別委員会 有識者等との意見交換会関する特別委員会 有識者等との意見交換会

令
和
7
年
度
「
大
規
模

地
震
に
備
え
た
防
災
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る

特
別
委
員
会
」
は
11
月
18

日
、
副
委
員
長
市
で
あ
る

愛
知
県
豊
橋
市
に
お
い
て

現
地
調
査
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
豊
橋
市
防
災

危
機
管
理
課
の
河
合
優
課

長
が
「
防
災
Ｄ
Ｘ
を
活
用

し
た
災
害
対
応
」
と
題

し
、
豊
橋
市
の
大
規
模
地

震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
の
ち
、
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。
詳
報
は
後
日

掲
載
。

豊
橋
市
で
現
地
調
査

大
規
模
地
震
に
備
え
た

防
災
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

講  演
 「災害への備えの構造を俯瞰する」
講　 師

加藤 孝明 氏	 東京大学生産技術研究所教授

「大規模地震に備えた防災まちづくりの推進」
コーディネーター

加藤 孝明 氏	 東京大学生産技術研究所教授

パネリスト

上田 知史 氏	 石川県能登町総務課 課参事
		  （防災・危機管理担当）
		  （和歌山県海南市から長期派遣）

山田 和彦 氏	 静岡県伊豆市危機管理課 課長

内田 雅之 氏	 熊本県宇土市危機管理課 課長

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

A４判・68頁・定価956円（年間購読料 11,472円）
議員研修誌 月刊 地方議会人 2025
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特　集

お問合せ
TEL 03-3264-2520又はFAX 03-3264-2867
https://chuobunkasha.com/

株式会社
中央文化社

ご購入に際しての
「お申し込み」

「月刊 地方議会人」２５
年度デジタルブックサ
ンプル号が読めます！

「月刊 地方議会人」サ
ンプル号ではデジタルブッ
クで地方議会議員・議会
事務局の方々に好評の
特集、現地報告、連載の
一部を「無料」で読むこと
ができます！  クリック

▶

※お電話やＦＡＸでのお申し込
みも受け付けております。

こちらをクリックし、中央
文化社のホームページよ
りお申し込みください。

空き家対策の最前線

■	現地報告
▶ 大分県竹田市／補助金新設や官民連携

で目指せ、空き家ゼロ！　
竹田市総合政策課	 工 藤　  慧

▶ 静岡県川根本町／空き家バンクによる
移住支援でつなぐ地域の未来
川根本町役場 経営戦略課
定住・移住推進室	 小笠原　聡

▶ 栃木県小山市／教育と地域貢献が融合 
小山高専生のチャレンジ
小山市都市整備部 建築指導課長
	 菅 沼 勇 人

▶ 兵庫県多可町／空き家相談と移住支援
をワンストップで！
多可町定住推進課 課長補佐
	 大  杉 和 則

巻頭言　地方自治に思う
空き家対策に必要な４つの対応
横浜市立大学教授	 齊 藤 広 子 

■ 特集
▶ 空家法改正を受けた条例対応の現在
	 上智大学法学部教授	 北 村 喜 宣
▶ 「空家等活用促進区域」の可能性と課題　

兵庫県の「空家活用特区制度」の運用状況か
ら

	 兵庫県立大学環境人間学部教授／
	 兵庫県空家等活用特区審議会会長
	 	 安 枝 英 俊
▶ 止まらぬ「まちの空洞化」に
	 地方議会はどう動くか？
	 関東学院大学法学部地域創生学科教授
	 	 牧 瀬　 稔

パネルディスカッション

有
識
者
等
と
の
意
見
交
換
会

大
規
模
地
震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

https://chuobunkasha.com/%e6%9c%88%e5%88%8a%e3%80%8c%e5%9c%b0%e6%96%b9%e8%ad%b0%e4%bc%9a%e4%ba%ba%e3%80%8d/%e6%96%b0%e7%9d%80%e6%83%85%e5%a0%b1%e3%80%80%e6%9c%88%e5%88%8a%e3%80%8c%e5%9c%b0%e6%96%b9%e8%ad%b0%e4%bc%9a%e4%ba%ba%e3%80%8d10%e6%9c%88%e5%8f%b7%ef%bc%882025%e5%b9%b4%ef%bc%89-%ef%bc%8a10%e6%9c%881/
https://chuobunkasha.com/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
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災
害
が
発
生

す
る
と
地
域
の

機
能
は
急
激
に

低
下
す
る
が
、

復
旧
・
復
興
期
に

入
っ
て
も
日
本

社
会
で
は
完
全

な
復
興
が
困
難

な
場
合
が
多
い
。

こ
の
た
め
、
防

災
課
題
は
「
命

を
守
る
」
こ
と
に
加
え
て
①

急
性
期
に
被
害
拡
大
を
防

ぎ
、
災
害
関
連
死
を
減
ら
す

②
復
興
不
能
な
状
態
に
陥
ら

な
い
―
こ
と
の
二
点
が
重
要

と
な
る
。

こ
の
対
策
と
し
て
は
、
急

性
期
を
乗
り
越
え
、
復
興
可

能
な
レ
ベ
ル
ま
で
被
害
を
抑

え
る
こ
と
が
重
要
で
、
さ
ら

に
復
興
を
円
滑
化
す
る
た
め

に
事
前
に
復
興
体
制
や
手
順

を
整
備
し
、
仮
設
住
宅
用
地

不
足
な
ど
の
落
と
し
穴
を
解

消
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
ま
た
、
復
興
は
単
な
る

原
状
回
復
で
は
な
く
、
未
来

の
社
会
状
況
に
適
応
し
た

「
先
取
り
適
応
」
を
目
指
す

べ
き
で
、
全

体
構
造
を
踏

ま
え
た
総
合

的
な
防
災
戦

略
が
不
可
欠

で
あ
る
。

日
本
の
防

災
は
１
９
６

０
年
代
以
降
、

専
門
性
の
向

上
や
ル
ー
ル

整
備
、
科
学

技
術
の
導
入

に
よ
り
縦
割

り
型
の
自
立

分
散
シ
ス
テ

ム
と
し
て
発

展
し
て
き
た
が
、
こ
の
仕
組

み
に
は
役
割
分
担
の
固
定
化

や
ル
ー
ル
の
形
骸
化
、
総
合

性
の
欠
如
と
い
っ
た
弊
害
が

生
じ
て
い
る
。

防
災
庁
の
設
置
議
論
で

は
「
司
令
塔
」
と
い
う
概
念

が
注
目
さ
れ
た
が
、
▽
俯
瞰

力
（
全
体
を
見
渡
す
力
）
▽

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
（
縦
割

り
の
隙
間
を
埋
め
る
力
）
▽

構
想
力
（
中
長
期
的
な
戦
略

を
描
く
力
）
―
の
3
本
の
柱

が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

機
能
は
国
レ
ベ
ル
だ
け
で
な

く
、
大
都
市
や
政
令
指
定
都

市
な
ど
縦
割
り
が
細
分
化
さ

れ
た
自
治
体
に
お
い
て
も
不

可
欠
。
今
後
は
既
存
の
良
い

仕
組
み
を
活
か
し
つ
つ
、
総

合
性
を
高
め
る
方
向
で
改
善

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。

災
害
と
復
興
に
は
社
会
格

差
を
拡
大
さ
せ
る
性
質
が
あ

り
、
被
災
前
か
ら
存
在
す
る

格
差
が
災
害
後
は
さ
ら
に
広

が
り
、
復
興
過
程
で
下
層
の

人
々
は
生
活
再
建
が
困
難
に

な
る
一
方
で
余
裕
の
あ
る
層

は
自
力
で
復
興
で
き
る
。

こ
の
構
造
を
踏
ま
え
る

と
、
公
的
支
援
の
対
象
を
ど

こ
に
設
定
す
る
か
が
重
要
な

論
点
と
な
る
が
、
理
念
と
し

て
は
①
格
差
拡
大
に
よ
り
シ

ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を
下
回
っ
た

層
を
支
援
す
る
考
え
方
と
②

被
災
地
住
民
全
員
を
支
援
対

象
と
す
る
考
え
方
が
あ
り
、

両
者
の
混
在
が
議
論
の
混
乱

を
招
い
て
い
る
。

災
害
救
助
法
（
昭
和
22
年

制
定
）
は
本
来
、
資
力
の
な

い
被
災
者
を
対
象
と
し
た
貧

困
救
済
的
性
格
を
有
し
て
お

り
、
応
急
仮
設
住
宅
も
そ
の

思
想
に
基
づ
い
て
い
た
。
し

か
し
現
在
で
は
、
必
要
な
人

す
べ
て
に
提
供
し
、
復
興
ま

ち
づ
く
り
の
起
点
と
す
る
方

向
に
転
換
し
て
い
る
。

避
難
所
の
水
準
は
ソ
フ
ィ

ア
基
準
の
導
入
に
よ
り
大
幅

な
改
善
が
求
め
ら
れ
、
東
京

都
で
は
一
人
当
た
り
面
積
が

従
来
の
1
・
65
平
方
㍍
か
ら

倍
以
上
に
拡
大
さ
れ
た
も
の

の
、
定
員
は
半
減
す
る
な
ど

大
き
な
課
題
が
生
じ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
災
害
対
策
基

本
法
（
昭
和
36
年
）
制
定
当

時
と
比
べ
、
人
口
構
造
や
支

援
対
象
の
質
は
大
き
く
変
化

加藤 孝明 氏 1967年愛知県生まれ。東京大学工
学部都市工学科卒業。同大学院工学系研究科
修士課程修了博士（工学）。東京大学工学部総
合試験所助手、東京大学大学院工学系研究科
都市工学専攻助手、助教、准教授を経て現職。
災害シミュレーション技術をはじめとする防災性評
価技術、それを社会に結びつける「まちづくり支援
技術」の開発を行う一方で、市民協働の防災まち
づくりに実践的に取り組んでいる。地震防災を基本

としつつ、2004年から気候変動をにらんだ水害リスクを軽減する都市
のあり方、まちのあり方について研究を進める。国、自治体の都市計
画、防災関係の委員を多数務める。

東京大学生産技術研究所教授東京大学生産技術研究所教授
加 藤 孝 明加 藤 孝 明  氏氏

大規模地震に備えた防災まちづくりの大規模地震に備えた防災まちづくりの
推進に関する特別委員会推進に関する特別委員会

災害への備えの構造を俯瞰する災害への備えの構造を俯瞰する
講　演

復旧～復興
生活支援

予防＝防災・減災

応急対応～復旧
❸ｰ3災害後の社会経済状況への適応
　　（先取り適応）

❶
急
性
期
を
乗
り
切
り
、

か
つ
、復
興
可
能
な
レ
ベル

に
事
前
に
被
害
を
抑
止

❷復興できない
復旧・復興期急性期

100％
❸ｰ2復旧・復興の加速化・円滑化

❸ｰ1復旧・復興の障害を取り除く

（時間）防災・減災から復興までをトータルにとらえた戦略づくり

❷
急
性
期
を
乗
り

切
る
方
策（
難
な
く
）

❶急性期における
　被害拡大
（災害関連死を含む）

（機能）

災害発生

２つの防災課題：予防から復興までを俯瞰した事前準備の必要性

し
、
か
つ
て
は
元
気
な
経
済

的
弱
者
が
対
象
だ
っ
た
が
、

現
在
は
生
活
弱
者
が
中
心
と

な
り
、
支
援
需
要
は
爆
発
的

に
増
加
し
て
い
る
一
方
、
資

源
は
増
え
て
い
な
い
。
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
防
災
問
題
の
混

乱
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

能
登
半
島
地
震
は
局
所
的

に
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
が
、
総
人
口
16
万
人
規

模
で
あ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
や

首
都
直
下
地
震
の
よ
う
な
数

千
万
規
模
の
超
巨
大
災
害
と

は
桁
違
い
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
両
者
を
同
じ
モ
ー
ド

で
議
論
す
る
の
は
不
適
切

で
、
災
害
規
模
に
応
じ
た
戦

略
的
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
社
会
は
能
登
半
島
地

震
相
当
の
災
害
に
も
十
分
対

応
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
現

状
で
、
巨
大
災
害
へ
の
備
え

は
さ
ら
に
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
小
規
模
災
害

に
は
十
分
な
支
援
を
行
い
、

巨
大
災
害
で
は
限
ら
れ
た
資

源
を
最
適
配
分
し
、
耐
え
ら

れ
る
人
は
自
助
を
徹
底
す
る

と
い
う
二
層
の
対
応
方
針
を

確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

構造を俯瞰する構造を俯瞰する
災害への備えの災害への備えの資料：説明資料をもとに本会で編集
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災
害
へ
の
対

応
と
し
て
い
か
に

予
防
を
進
め
る
か

と
い
う
こ
と
だ

が
、
防
災
強
靱
化

へ
の
投
資
は
、
単

に
災
害
リ
ス
ク
を

ゼ
ロ
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
に

プ
ラ
ス
を
生
み
出

す
「
明
る
い
未
来

へ
の
投
資
で
あ
る
べ
き
」と
考

え
て
い
る
。防
災
を
ま
ち
づ
く

り
と
一
体
化
さ
せ
て
、予
防
策

を
地
域
の
価
値
向
上
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
応
急
対
応
の
最
大

の
課
題
は
、
桁
外
れ
に
大
き

な
需
要
に
対
し
て
資
源
が
極

端
に
不
足
す
る
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
の
状
態
に
あ
る
こ
と
。
被

害
量
を
抑
え
れ
ば
、
そ
の
分

需
要
は
減
る
が
、
災
害
が
起

き
る
と
す
べ
て
「
公

お
お
や
けが
か

り
」
に
な
り
、
公
が
す
べ
て

対
応
す
る
と
い
う
公
的
対
応

に
偏
る
現
状
が
問
題
で
あ
る
。

災
害
時
に
お
け
る
「
公
が

か
り
」
の
み
で
は
、
資
源
を

増
や
す
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

民
間
リ
ソ
ー
ス
を
徹
底
的
に

活
用
し
て
資
源
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
①
地
域
の
物

資
や
ス
キ
ル
を
集
め
る
「
持

ち
寄
り
の
共
助
」、
②
専
門

分
野
は
民
間
に
任
せ
る
「
餅

は
餅
屋
」、
③
地
域
に
あ
る

資
源
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ

る
「
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」
の

３
つ
の
方
向
性
を
提
案
す
る
。

そ
の
地
域
に
あ
る
資
源
を
最

大
限
活
用
し
、
そ
の
地
域
で

最
も
得
意
な
方
法
で
対
策
を

作
る
と
の
発
想
の
転
換
に
よ

り
、
資
源
は
大
き
く
膨
ら
み
、

応
急
対
応
力
を
高
め
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。

徳
島
県
美
波
町

や
伊
豆
市
土
肥
で

は
、
事
前
復
興
や

観
光
防
災
ま
ち
づ

く
り
を
通
じ
て
、

防
災
を
地
域
活
性

化
の
起
点
と
す
る

取
組
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

美
波
町
の
伊

座
利
集
落
は
人
口

１
０
０
人
の
過
疎
集
落
だ
が
、

全
住
民
が
一
致
団
結
し
て
２

０
１
５
年
に
「
事
前
復
興
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
立
ち

上
げ
、「
災
害
へ
の
備
え
が

集
落
の
持
続
性
を
高
め
る
よ

う
に
」、
言
い
換
え
る
と
「
集

落
の
持
続
性
が
高
ま
る
こ
と

で
災
害
へ
の
備
え
が
拡
充
す

る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
考
え
の
も
と
、

「
た
か
が
１
０
０
人
さ
れ
ど

１
０
０
人
、
何
も
な
い
け
ど

何
か
あ
る
」
と
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
て
、
こ
の

両
面
を
備
え
た
地
域
お
こ
し

を
実
践
。
２
０
１
８
年
に
国

土
交
通
省
の
先
進
的
な
ま
ち

づ
く
り
シ
テ
ィ
コ
ン
ペ
で
審

査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
実

績
が
あ
る（
伊
豆
市
は
10
面
）。

復
興
は
単
な

る
原
状
回
復
で

は
な
く
、
未
来
の

社
会
経
済
状
況

に
適
応
す
る
「
先

取
り
復
興
」
が
重

要
で
あ
る
。

地
域
が
変
化

に
対
応
で
き
る

素
地
を
持
つ
か

ど
う
か
が
復
興

の
成
否
を
左
右
す
る
の
で
は

な
い
か
。

徳
島
県
美
波
町
の
防
災
公

園
整
備
や
い
わ
き
市
の
常
磐

炭
鉱
が
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
へ
転

換
し
た
事
例
は
、
変
化
を
受

け
入
れ
た
成
功
例
。
国
連
の

※「Build Back Better

」
も

こ
の
考
え
方
を
示
し
て
お

り
、
今
後
は
地
域
の
持
続
可

能
性
を
前
提
に
、
時
代
に
即

し
た
復
興
戦
略
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
。

※Build Back Better

＝

よ
り
良
い
復
興

復興
復興に備える「先取り適応」復興に備える「先取り適応」

美
波
町
や
伊
豆
市
の
よ
う

に
「
防
災
【
も
】
ま
ち
づ
く

り
」
と
し
て
、
防
災
対
策
を

地
域
の
持
続
性
や
価
値
向
上

と
結
び
つ
け
、
災
害
へ
の
備

え
を
日
常
の
営
み
と
重
ね
合

わ
せ
、
過
疎
化
や
地
域
衰
退

の
課
題
解
決
と
両
立
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
災
害
時
自
立

生
活
圏
構
想
」は
、

圏
域
外
の
支
援
に

頼
ら
ず
災
害
を
乗

り
越
え
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
す

考
え
方
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
①

需
要
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
（
不
要
不
急
の

需
要
削
減
）、
②

持
ち
寄
り
の
共
助
（
地
域
資

源・ス
キ
ル
の
活
用
）、
③
安

全
の
お
す
そ
分
け
（
災
害
対

応
拠
点
の
整
備
）。
需
要
は

災
害
経
験
に
よ
り
増
加
傾
向

に
あ
る
た
め
、
支
援
対
象
を

災
害
弱
者
に
絞
り
、
資
源
は

民
間
の
遊
休
施
設
や
自
然
環

境
、
再
開
発
時
の
安
全
機
能

付
加
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
な

ど
を
活
用
し
て
増
や
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
孤
立
集
落

防災減災
防災【も】まちづくり防災【も】まちづくり

防災減災～応急対応～復興
あるべき考え方あるべき考え方

応急対応
災害時自立圏構想災害時自立圏構想

「災害復興の６つの法則」
① どこにでも通用する処方箋はない。

・時代、災害特性、地域特性が違えば、異なる
	 処方箋が必要
② 災害・復興は社会のトレンドを加速させる

・過疎化している地域では、過疎化が加速
・成長する地域では，成長が加速

③ 復興は、従前の問題を深刻化させて噴出させる。
④ 復興で用いられた政策は、過去に使ったことの
	 あるもの、少なくとも考えたことがあるもの
⑤ 成功の必要条件：復興の過程で被災者、

被災コミュニティの力が引き出されていること
	 ≠○○事業を完了させること

⑥ 成功の必要条件：復興に必要な４つの目の
	 バランス感覚＋α（外部の目）　

・時間軸で近くを見る目と遠くを見る目
・空間軸で近くを見る目と遠くを見る目

被害の軽減

被害量

民を含む埋もれた
地域資源の徹底活用

・「持ち寄りの共助」
・「餅は餅屋」
・「ブリコラージュ」

対照的

※1 大阪市立大学菅野拓准教授の
表現による

※2 「ブリコラージュ」とは、手に入る
ありあわせの道具や材料で、工
夫してものを作ることを指す。

対照的

マニュアル主義
スタンダード主義需要

公的主体

資源

資源の資源の
・量的ギャップ・量的ギャップ
・質的欠落・質的欠落

は
自
立
圏
の
モ
デ
ル
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
。

目の前の現象へ
の応急対応では
ない

復興に備えた事
前準備が可能、

かつ、重要

既存の復興政策は
常に陳腐化する

時代を先取りす
ることが重要

資料：説明資料をもとに
	 本会で編集

資料：説明資料をもとに本会で編集
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加
藤	

本
日
は
、
災
害
の

経
験
を
踏
ま
え
た
応
急
対
応

か
ら
復
旧
・
復
興
、
そ
し
て

次
の
災
害
へ
の
備
え
ま
で
の

流
れ
を
中
心
に
展
開
す
る
。

宇
土
市
の
事
例
発
表
の
中

で
「
熊
本
に
は
地
震
は
来
な

い
」と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
印
象
的
な
点
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。
30
年
前
の
阪
神・淡

路
大
震
災
の
時
に
も
「
神
戸

に
は
地
震
は
来
な
い
」
と
い

う
誤
っ
た
常
識
が
信
じ
ら
れ

て
い
た
が
、
実
際
に
は
断
層

が
存
在
し
て
い
た
。
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
よ
う
に
周
期
的

に
発
生
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

断
層
型
地
震
の
よ
う
に
長
い

間
隔
で
起
こ
る
も
の
も
あ
り
、

知
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
で
危

険
は
潜
ん
で
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
災
害
に

対
す
る
認
識
を
リ
セ
ッ
ト
し
、

事
実
に
基
づ
い
て
災
害
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

応
急
対
応

加
藤	

主
な
テ
ー
マ
は

「
避
難
・
避
難
所
運
営
」
と

「
被
災
者
支
援
」。
能
登
町
や

宇
土
市
で
は
災
害
関
連
死
が

多
数
発
生
し
て
お
り
、
現
時

点
で
有
効
な
解
決
策
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。
実
際
の
経

験
を
踏
ま
え
て
、
特
に
「
こ

こ
だ
け
は
考
え
る
べ
き
」
と

い
う
視
点
や
改
善
点
に
つ
い

て
、内
田
氏・上
田
氏
に
伺
う
。

内
田	

過
去
の
経
験
か
ら
、

今
後
高
齢
化
が
進
む
中
で

「
自
助
」
の
徹
底
が
最
も
重

要
だ
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
家
屋
の
耐
震

化
や
家
具
の
固
定
な
ど
、
自

分
の
命
を
守
る
た
め
の
備
え

を
行
う
こ
と
が
第
一
。
自
助

の
徹
底
は
、
結
果
的
に
共
助

に
も
繋
が
り
、
地
域
全
体
の

防
災
力
を
高
め
る
。

加
藤	

避
難
し
な
く
て
い

い
環
境
に
い
れ
ば
、
災
害
関

連
死
に
も
至
ら
な
い
可
能
性

が
高
い
と
い
う
こ
と
。

上
田	

能
登
町
で
は
、
災

害
関
連
死
の
約
90
％
が
70
歳

以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
、
持

病
や
介
護
が
必
要
な
方
が
多

数
含
ま
れ
て
い
た
。
高
齢
化

の
進
行
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
途
絶
な
ど
複
合
的
な
条

件
が
重
な
る
と
、
命
に
直
結

す
る
深
刻
な
問
題
と
な
る
。

行
政
だ
け
で
は
き
め
細
か
な

確
認
や
対
応
が
難
し
い
た
め
、

多
く
の
支
援
者
を
巻
き
込
み
、

介
護
が
必
要
な
方
や
高
齢
者

な
ど
の
対
象
者
を
早
期
に
把

握
・
ケ
ア
す
る
体
制
を
迅
速

に
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

加
藤	

従
来
か
ら
災
害
関

連
死
は
存
在
し
た
が
、
過
去

は
高
齢
者
人
口
が
少
な
く
目

立
た
な
か
っ
た
が
、
現
在
は

高
齢
化
に
よ
り
災
害
後
の
過

酷
な
環
境
が
命
に
直
結
す
る

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

能
登
半
島
地
震
で
は
、
こ
う

し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

初
め
て
「
二
次
避
難
（
被
災

地
外
へ
の
避
難
）」
の
仕
組

み
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
施

策
は
、
今
後
の
災
害
対
応
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
可
能
性
が
あ
る
。

上
田	

能
登
町
で
は
、
二

次
避
難
を
実
施
し
た
人
数
は

若
年
層
も
含
め
て
７
４
７
人
。

特
に
高
齢
者
で
生
活
困
難
な

方
が
多
く
避
難
し
た
。
ま
た
、

一
次
避
難
後
に
さ
ら
に
安
全

な
場
所
へ
移
る
「
1
・
5
次

避
難
」
も
行
わ
れ
、
災
害
関

連
死
の
防
止
に
大
き
な
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

加
藤	

災
害
関
連
死
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
整
っ
た
被
災
地
外
へ
対

象
と
な
る
高
齢
者
や
要
介
護

者
を
一
時
的
に
避
難
さ
せ
、

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
確
実

に
戻
す
仕
組
み
が
理
想
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
実

に
は
「
一
度
外
に
出
る
と
戻

れ
な
い
」
と
い
う
噂
が
広
が

り
、
避
難
の
意
思
決
定
に
影

響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

上
田	

能
登
町
で
は
、
福

祉
施
設
に
も
二
次
避
難
を
要

請
し
た
が
、
多
く
の
施
設
は

避
難
せ
ず
に
現
地
に
留
ま
っ

た
。
そ
の
結
果
、
施
設
は
厳

し
い
状
況
を
耐
え
抜
き
、
現

在
も
経
営
を
維
持
で
き
て
い

る
。
一
方
で
、
も
し
長
期
間

（
3
～
4
カ
月
）
外
部
に
避

難
し
て
い
た
場
合
、
施
設
の

存
続
は
困
難
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
災
害

時
に
お
け
る
福
祉
施
設
の
避

難
方
針
と
経
営
維
持
の
両
立

は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

加
藤	

場
合
に
よ
っ
て
は

施
設
ご
と
一
緒
に
出
て
い
く

こ
と
も
含
め
て
仕
組
か
ら
考

え
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

通
常
、
災
害
後
に
新
し
い

政
策
を
導
入
す
る
の
は
困
難

だ
が
、
能
登
半
島
地
震
で
は

初
め
て
一
次
・
二
次
避
難
の

仕
組
み
が
導
入
さ
れ
、
大
き

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
っ
た
。

こ
の
経
験
か
ら
学
び
を
得
る

こ
と
で
、
今
後
の
災
害
関
連

死
防
止
に
役
立
つ
可
能
性
が

あ
る
。
ま
た
、
二
次
避
難
に

は
若
年
層
も
含
ま
れ
、
中
学

生
の
受
験
期
に
集
団
で
避
難

し
た
地
域
も
あ
っ
た
が
、
学

業
面
で
は
残
っ
た
子
の
方
が

成
績
が
良
か
っ
た
と
い
う
報

告
も
あ
り
、
避
難
に
は
プ
ラ

ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両
面
が
あ

る
。
最
適
な
シ
ス
テ
ム
設
計

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

加
藤	

災
害
対
応
に
は
地

元
職
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

が
重
要
。
能
登
半
島
は
２
回

目
の
大
き
な
災
害
で
あ
り
、

１
回
目
の
２
０
０
７
年
の
地

震
経
験
を
持
つ
職
員
が
今
回

の
対
応
に
活
か
さ
れ
た
か
。

上
田	

能
登
町
の
場
合
は
、

２
０
０
７
年
の
能
登
半
島
地

震
の
時
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
被
害
が
な
か
っ
た
た
め
、

内田宇土市
危機管理課長

加藤 孝明 氏	 東京大学生産技術研究所教授

上田 知史 氏	 石川県能登町総務課 課参事
	 （防災・危機管理担当）
	 （和歌山県海南市から長期派遣）
山田 和彦 氏	 静岡県伊豆市危機管理課 課長
内田 雅之 氏	 熊本県宇土市危機管理課 課長

コーディネーター

パ ネ リ ス ト

※図表は、会合中の資料をもとに作成	 （本文中は敬称略）

大規模地震に備えた防災まちづくりの推進に関する特別委員会大規模地震に備えた防災まちづくりの推進に関する特別委員会
パネルディスカッション 大規模地震に備えた大規模地震に備えた

防災まちづくりの推進防災まちづくりの推進
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職
員
に
は
記
憶
が
ほ
と
ん
ど

な
い
と
の
こ
と
。
輪
島
市
は
、

当
時
の
記
憶
が
あ
る
職
員
が

存
在
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

加
藤	

お
そ
ら
く
一
度
経

験
し
て
い
れ
ば
、
次
の
災
害

対
応
は
そ
れ
な
り
に
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

上
田
氏
の
よ
う
に
能
登
半
島

地
震
の
現
場
で
対
応
し
た
方

が
い
る
こ
と
は
、
海
南
市
が

被
災
し
た
時
に
は
プ
ラ
ス
の

効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
。

内
田	

宇
土
市
で
は
熊
本

地
震
を
経
験
し
た
幹
部
が
ほ

ぼ
退
職
し
て
お
り
、
災
害
対

応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
継
承
が
難
し

い
状
況
で
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
意
識
が
薄
れ
る
こ
と

も
課
題
。熊
本
地
震
当
時
、私

は
公
費
解
体
業
務
の
み
を
行

っ
て
お
り
、全
体
像
を
把
握
で

き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、そ
の

反
省
を
踏
ま
え
て
学
び
を
進

め
て
い
る
。こ
れ
を
い
か
に
職

員
に
継
承
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

加
藤	

阪
神
・
淡
路
大
震

災
後
、
神
戸
市
役
所
の
災
害

対
応
経
験
者
が
一
種
の
技
術

者
集
団
を
結
成
し
、
自
治
体

へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
た

が
、
30
年
経
て
そ
の
取
組
を

あ
ま
り
聞
か
な
い
。
継
承
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
災
害
対
応
の
知

見
の
継
承
を
工
夫
す
る
必
要

が
あ
る
。

体
制
整
備

加
藤	

大
規
模
災
害
時
に

は
外
部
か
ら
の
応
援
職
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

が
不
可
欠
で
、
そ
の
た
め
の

体
制
整
備
が
重
要
。
そ
の
点

で
の
反
省
的
教
訓
と
次
へ
の

展
望
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

上
田	

能
登
町
で
は
発
災

直
後
、
ど
の
組
織
や
人
員
が

来
援
す
る
か
予
測
で
き
ず
、

特
に
技
術
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
信
頼
性
判
断
に
苦
慮
し
た
。

結
果
的
に
そ
の
方
々
は
1
年

以
上
に
渡
っ
て
町
を
支
え
て

く
れ
た
。
当
初
の
混
乱
を
踏

ま
え
、
今
後
は
受
援
計
画
を

事
前
に
策
定
し
、
来
援
者
の

種
類
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
把

握
・
共
有
す
る
体
制
整
備
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

内
田	

本
庁
舎
が
被
災
し
、

警
察
や
自
衛
隊
な
ど
応
援
部

隊
の
待
機
場
所
の
確
保
に
苦

慮
し
た
。
新
し
く
建
て
替
え

た
本
庁
舎
に
は
、
外
部
団
体

が
待
機
で
き
る
場
所
を
配
置

し
た
。
今
後
は
被
害
認
定
調

査
な
ど
の
必
要
な
応
援
人
数

を
事
前
に
把
握
し
、
た
め
ら

わ
ず
に
受
援
で
き
る
体
制
を

整
え
る
考
え
に
な
っ
て
い
る
。

加
藤	

能
登
半
島
で
は
、

宿
泊
施
設
の
不
足
に
よ
り
支

援
者
が
金
沢
か
ら
通
う
状
況

が
続
き
、
現
地
で
の
活
動
時

間
が
限
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
海
外
で
は
災
害
支

援
時
に
国
が
テ
ン
ト
を
準
備

し
、
支
援
者
が
現
地
で
生
活

し
な
が
ら
活
動
す
る
体
制
が

見
ら
れ
る
。
日
本
で
も
従
来

の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い

新
た
な
支
援
体
制
の
模
索
が

必
要
で
あ
る
。

上田能登町
総務課課参事

事
前
復
興
計
画

加
藤	

国
は
災
害
前
の
復

興
計
画
策
定
を
補
助
金
付
き

で
推
進
し
て
お
り
、
事
前
計

画
に
よ
り
地
域
の
復
興
課
題

の
把
握
が
可
能
と
な
る
。
和

歌
山
県
は
約
５
年
前
か
ら
先

行
し
て
市
町
に
計
画
策
定
を

促
し
、
海
南
市
は
最
も
適
切

な
方
法
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
海
南

市
の
事
前
復
興
計
画
は
、
単

な
る
計
画
書
の
作
成
で
は
な

く
、
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス

で
の
学
び
と
発
見
を
重
視
し

た
点
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

被
災
状
況
に
よ
っ
て
復
興
の

姿
は
異
な
る
た
め
、
計
画
そ

の
も
の
を
目
的
化
す
る
の
で

は
な
く
、
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ

て
地
域
課
題
を
把
握
し
、
復

興
に
備
え
る
準
備
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で

適
切
な
復
興
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
事
前
に
取
り
組
む

べ
き
準
備
が
数
多
く
存
在
す

る
。
海
南
市
の
計
画
に
含
ま

れ
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
準
備

を
体
系
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

事
前
の
復
興
の
準
備
と
い

う
概
念
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
後
に
東
京
都
が
始
め

た
取
組
が
起
点
で
あ
る
が
、

２
０
０
０
年
代
半
ば
ぐ
ら
い

に
は
そ
の
必
要
性
が
理
解
さ

れ
な
か
っ
た
。
現
在
、
災
害

対
応
の
た
め
に
備
蓄
物
資
を

準
備
し
て
い
な
い
市
町
村
は

な
い
。
被
災
し
た
ら
絶
対
復

興
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
た
め
の
準
備
を
今
は
ほ

と
ん
ど
し
て
い
な
い
。
つ
ま

り
備
蓄
物
資
を
準
備
し
て
い

な
い
の
と
同
じ
状
態
と
い
う

こ
と
。
今
後
、
全
国
の
自
治

体
で
事
前
復
興
計
画
策
定
の

際
に
は
、
海
南
市
の
事
例
を

参
考
に
正
し
い
取
組
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

事
前
計
画
で
変
わ
る

復
興
の
形

加
藤	

災
害
後
の
復
旧
・

復
興
は
、
被
災
者
の
状
況
を

考
慮
す
る
と
「
元
に
戻
す
」

こ
と
が
基
本
と
な
り
、
現
場

で
大
き
な
変
更
を
提
案
す
る

の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
事

前
に
計
画
を
立
て
て
お
け
ば
、

単
な
る
原
状
回
復
で
は
な
く
、

よ
り
良
い
選
択
肢
を
検
討
で

き
る
。
能
登
半
島
で
は
、
水

道
や
下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
復

旧
に
お
い
て
、
従
来
と
異
な

る
形
で
再
構
築
す
る
取
組
が

あ
る
と
の
情
報
が
あ
る
が
如

何
か
。

上
田	

自
立
分
散
的
な
取

組
と
い
う
こ
と
で
議
論
を
始

め
た
と
こ
ろ
だ
が
、
形
に
な

る
と
こ
ろ
ま
で
は
ま
だ
至
っ

て
い
な
い
。

加
藤	

過
疎
地
域
で
は
人

口
が
ピ
ー
ク
時
か
ら
半
減
し
、

今
後
20
年
で
さ
ら
に
半
減
す

る
見
込
み
が
あ
る
。
現
在
の

イ
ン
フ
ラ
は
ピ
ー
ク
時
の
需

要
に
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
て

お
り
、
災
害
復
興
は
こ
の
人

口
減
少
の
ト
レ
ン
ド
を
加
速

さ
せ
る
た
め
、
従
来
通
り
の

フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
で
水
道
シ
ス

テ
ム
を
復
旧
す
る
と
、
将
来

的
に
過
大
な
設
備
を
抱
え
る

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

災
害
復
興
は
イ
ン
フ
ラ
の
モ

デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
検
討
す
る

良
い
機
会
で
あ
り
、
復
興
の

事
前
準
備
を
し
て
お
く
こ
と

⃝計画策定のプロセスを重視すること
計画書の完成が目的ではなく、議論・検
討を通じて地域の課題や対応力を高め
ることが本質

⃝復興準備のアクションプランを含めること
被災後に必ず必要となる復興に備え、
事前に準備すべき事項を整理・実行す
る

事前復興計画の普及ポイント
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が
重
要
で
あ
る
。

仮

設

住

宅

加
藤	
仮
設
住
宅
も
非
常

に
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

実
際
に
取
り
組
ま
れ
て
如
何

だ
っ
た
か
。

上
田	

今
回
の
仮
設
住
宅

は
、
市
町
村
に
よ
っ
て
プ
レ

ハ
ブ
型
と
木
造
型
の
い
ず
れ

の
タ
イ
プ
を
採
用
す
る
か
が

分
か
れ
た
。
能
登
町
で
は
早

期
対
応
を
優
先
し
プ
レ
ハ
ブ

型
を
選
択
し
た
が
、
木
造
型

が
な
い
た
め
再
利
用
の
選
択

肢
が
な
く
な
っ
た
。
今
後
、

災
害
公
営
住
宅
や
他
の
住
宅

へ
の
活
用
を
見
据
え
、
仮
設

住
宅
の
タ
イ
プ
選
定
を
事
前

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

内
田	

宇
土
市
で
は
プ
レ

ハ
ブ
型
と
木
造
型
の
仮
設
住

宅
を
建
設
し
た
。
プ
レ
ハ
ブ

型
は
通
常
２
年
で
解
体
さ
れ

る
が
、
木
造
型
は
解
体
せ
ず
、

市
営
住
宅
と
し
て
継
続
活
用

し
て
い
る
。

加
藤	

従
来
の
応
急
仮
設

住
宅
の
仕
組
み
に
と
ら
わ
れ

ず
、国
全
体
で
新
し
い
形
を
模

索
す
る
こ
と
が
重
要
。あ
る
建

築
家
は「
応
急
仮
設
住
宅
を
な

く
し
、建
築
技
術
を
も
っ
て
短

る
。
伊
豆
市
の
取
組
か
ら
何

か
学
ば
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

加
藤	

昨
年
夏
に
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
臨
時
情
報
が
出

て
、
海
水
浴
場
を
閉
鎖
す
る

と
こ
ろ
も
多
々
あ
っ
た
が
、

伊
豆
市
の
対
応
は
如
何
か
。

山
田	

伊
豆
市
で
は
海
水

浴
場
を
通
常
通
り
オ
ー
プ
ン

し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
の
臨
時

情
報
の
「
巨
大
地
震
注
意
」

タ
ビ
ュ
ー
で
、観
光
客
が「
海

岸
近
く
に
新
設
さ
れ
た
津
波

避
難
タ
ワ
ー
の
存
在
で
、
避

難
で
き
る
安
心
感
が
あ
る
か

ら
宿
泊
地
を
変
え
て
来
た
」

と
語
っ
た
こ
と
。
こ
の
複
合

施
設
の
意
味
合
い
が
証
明
さ

れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

加
藤	

安
心
、
安
全
で
あ

る
施
設
の
存
在
が
、
観
光
客

を
誘
致
で
き
る
こ
と
を
実
証

し
た
。

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
現
地
視

察
や
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

内
田	

熊
本
地
震
で
は
、

被
災
地
に
漫
画
「O

N
E 

PIECE

」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
銅
像
が
設
置
さ
れ
、
観

光
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。

宇
土
市
に
も
同
漫
画
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
一
つ
「
ジ
ン
ベ

エ
像
」
が
あ
り
、
外
国
人
観

光
客
の
来
訪
が
増
加
し
て
い

■
■
無
電
柱
化
に
つ
い
て
■
■

問	

災
害
に
よ
り
電
柱
が

多
数
倒
れ
た
場
合
、
復
旧
の

段
階
で
倒
れ
た
電
柱
を
除
去

す
る
コ
ス
ト
と
無
電
柱
化
を

整
備
す
る
コ
ス
ト
は
ま
っ
た

く
異
な
る
と
思
う
が
、
今
後

の
市
の
対
応
と
し
て
は
如
何
。

内
田	

宇
土
市
に
お
い
て

は
、
熊
本
地
震
時
に
電
柱
が

傾
い
た
と
い
う
話
は
あ
っ
た

が
、
倒
れ
た
事
例
は
聞
い
て

い
な
い
。
な
お
、
以
前
か
ら

宇
土
駅
周
辺
道
路
の
交
通
事

情
に
よ
り
無
電
柱
化
の
話
は

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

コ
ス
ト
等
の
問
題
に
よ
り
、

議
論
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
。

上
田	

能
登
町
の
場
合
は
、

電
柱
が
完
全
に
倒
れ
て
道
を

塞
い
だ
と
い
う
事
例
は
ほ
ぼ

な
い
。
国
土
交
通
省
か
ら
無

電
柱
化
に
つ
い
て
の
話
は
あ

っ
た
が
、
コ
ス
ト
的
に
町
に

も
財
政
負
担
が
か
な
り
か
か

る
と
い
う
こ
と
で
議
論
は
進

ん
で
い
な
い
。

加
藤	

プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ

ス
の
両
面
が
あ
る
。
無
電
柱

化
の
マ
イ
ナ
ス
面
は
、
コ
ス

ト
負
担
と
人
口
減
少
に
よ
る

将
来
の
過
剰
投
資
リ
ス
ク
が

あ
る
。
電
柱
は
耐
震
性
や
地

盤
条
件
に
よ
っ
て
は
、
建
物

の
倒
壊
を
電
柱
が
支
え
て
、

道
路
閉
塞
を
防
ぐ
役
割
を
果

た
す
場
合
も
あ
り
、
防
災
面

で
の
プ
ラ
ス
要
素
も
あ
る
。

無
電
柱
化
は
「
コ
ス
ト
」

「
防
災
効
果
」
な
ど
を
総
合

的
に
検
討
し
、
真
剣
な
議
論

が
必
要
。

■
■
災
害
時
の
庁
舎
機
能
■
■

問	

全
国
に
は
築
50
年
以

上
経
過
し
た
自
治
体
庁
舎
が

多
数
存
在
す
る
が
、
災
害
時

を
含
め
て
庁
舎
機
能
は
非
常

に
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

宇
土
市
で
は
、
庁
舎
が
被

災
し
て
、
使
え
な
い
状
態
に

な
っ
た
が
、
①
職
員
と
し
て

苦
労
し
た
こ
と
、
②
市
民
に

お
い
て
困
っ
て
い
た
こ
と
は

何
か
。能
登
町
で
は
、庁
舎
が

無
事
と
の
こ
と
だ
が
助
か
っ

た
こ
と
は
何
か
。

内
田	

一
番
困
っ
た
こ
と

は
、
本
庁
舎
が
使
え
な
く
な

り
、
災
害
発
生
直
後
に
県
や

国
か
ら
送
ら
れ
る
フ
ァ
ッ
ク

ス
な
ど
の
情
報
を
受
け
取
れ

ず
、
初
動
対
応
が
大
き
く
遅

れ
た
こ
と
。
こ
の
経
験
を
踏

ま
え
、
市
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に

先
立
ち
、
災
害
発
生
後
72
時

間
以
内
に
行
う
行
動
を
定
め

た
「
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
、
初
動
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

災
害
時
、
宇
土
市
で
は
市

民
か
ら
の
電
話
が
通
じ
ず
、

連
絡
手
段
が
極
め
て
限
ら
れ

た
。
市
役
所
裏
の
駐
車
場
に

テ
ン
ト
を
設
置
し
て
職
員
を

期
間
で
高
品
質
な
住
宅
を
供

給
す
べ
き
」
と
提
案
し
て
い

る
。中
国
で
は
応
急
仮
設
住
宅

を
短
時
間
で
大
量
供
給
す
る

こ
と
に
徹
し
て
い
る
。
電
気

の
み
を
各
戸
に
引
き
、
ト
イ

レ
や
炊
事
場
は
供
用
す
る
こ

と
で
、
１
か
月
で
大
量
供
給

を
実
現
。
見
た
目
の
質
は
低

い
が
、
公
共
施
設
を
充
実
さ

せ
、
2
年
程
度
で
本
格
住
宅

へ
移
行
す
る
仕
組
み
。
今
後

は
目
標
設
定
を
し
て
、
柔
軟

で
効
率
的
な
復
興
モ
デ
ル
を

国
を
挙
げ
て
議
論
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

災
害
を
事
前
に
防
ぐ

防
災
ま
ち
づ
く
り

加
藤	

災
害
を
事
前
に
防

ぐ
た
め
の
「
防
災
ま
ち
づ
く

り
」
が
重
要
で
あ
り
、
伊
豆

市
の
土
肥
の
事
例
は
先
駆
的

な
取
組
と
し
て
注
目
さ
れ
、

視
察
や
観
光
振
興
に
も
繋
が

っ
て
い
る
。
今
後
、
こ
う
し

た
地
域
の
取
組
を
全
国
的
に

増
や
し
て
い
く
べ
き
。
伊
豆

市
の
事
例
の
感
想
を
伺
い
た

い
。上

田	

能
登
町
に
お
け
る

今
後
の
観
光
を
議
論
す
る
中
、

先
駆
的
な
取
組
が
参
考
に
な

と
い
う
こ
と
は
、
「
普
段
の

生
活
を
し
つ
つ
災
害
に
備
え

る
」
と
い
う
大
前
提
が
あ
る

の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
閉
鎖
す
る

こ
と
は
な
い
と
判
断
し
た
。

嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
全

国
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
の
イ
ン

質 

疑 

応 

答

山田伊豆市
危機管理課長
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配
置
し
た
が
、
回
線
は
１
本

の
み
で
、
市
民
へ
の
情
報
提

供
は
市
役
所
に
来
訪
し
た
人

へ
の
直
接
説
明
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
市
民
に

と
っ
て
市
役
所
は
、
防
災
拠

点
と
い
う
認
識
が
強
く
、
そ

の
機
能
が
十
分
に
果
た
せ
な

か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
市

と
し
て
大
き
な
課
題
だ
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。

上
田	

能
登
町
の
場
合
、

令
和
２
年
に
庁
舎
を
津
波
浸

水
想
定
区
域
内
か
ら
、
よ
り

安
全
な
と
こ
ろ
に
移
転
整
備

し
て
い
た
状
況
だ
っ
た
。
新

庁
舎
建
設
か
ら
数
年
し
か
経

過
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

災
害
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度

機
能
的
に
考
え
ら
れ
た
設
備

で
、
電
気
も
発
災
当
初
か
ら

使
用
で
き
た
。

災
害
対
応
拠
点
と
し
て
は

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
し
っ
か
り

し
て
い
て
安
心
で
き
る
場
所

に
あ
る
こ
と
は
、機
能
初
動
の

ス
タ
ー
ト
で
、住
民
も
含
め
て

精
神
的
な
部
分
に
プ
ラ
ス
に

影
響
す
る
と
考
え
て
い
る
。

山
田	

伊
豆
市
も
庁
舎
が

か
な
り
古
い
た
め
、
危
機
管

理
セ
ン
タ
ー
だ
け
別
に
建
設

中
で
、
令
和
８
年
１
月
か
ら

運
用
開
始
の
予
定
。
地
上
３

階
建
て
の
建
物
で
、
危
機
管

理
課
の
職
員
、
災
害
対
策
室
、

物
資
を
受
け
入
れ
る
集
積
場
、

ま
た
物
資
の
倉
庫
な
ど
を
設

け
て
、
万
が
一
の
災
害
に
備

え
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

加
藤	

30
年
前
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
神
戸
市

役
所
の
中
層
階
が
倒
壊
し
、

都
市
計
画
課
の
紙
図
面
が
取

り
出
せ
ず
、
復
興
ま
ち
づ
く

り
の
初
動
が
遅
れ
た
。
当
時

は
デ
ー
タ
化
が
進
ん
で
お
ら

ず
、
職
員
が
危
険
を
冒
し
て

紙
図
面
を
回
収
す
る
事
態
も

発
生
し
た
。
現
在
は
デ
ー
タ

が
分
散
管
理
さ
れ
て
い
る
が
、

災
害
時
に
デ
ー
タ
が
な
い
、

ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
場
合
、

復
興
の
支
障
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

■
■
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
■
■

問	

避
難
所
運
営
に
関
し

て
、
地
域
防
災
計
画
で
は
学

校
運
営
協
議
会
や
町
会
・
自

治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
的
役

割
を
担
う
が
、
実
際
に
被
災

時
に
そ
の
役
割
が
十
分
果
た

せ
た
か
。
ま
た
、
町
会
側
に

は
「
避
難
区
内
の
住
民
が
優

先
」
と
い
う
意
識
が
強
く
、

外
部
避
難
者
の
受
け
入
れ
で

避
難
所
が
人
で
溢
れ
て
し
ま

う
の
で
は
と
懸
念
し
て
い
る
。

町
会
の
二
次
避
難
時
に
お

け
る
受
け
入
れ
の
整
理
や
受

付
業
務
の
実
施
状
況
を
お
聞

き
し
た
い
。
外
国
人
比
率
が

高
い
場
合
、
食
文
化
や
言
語

対
応
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、

被
災
地
で
特
別
な
対
応
の
事

例
が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
。

上
田	

能
登
町
で
は
避
難

所
を
「
指
定
避
難
所
（
職
員

主
体
）
」
と
「
自
主
避
難
所

（
地
域
主
体
）
」
に
分
け
て

運
営
。
職
員
主
体
の
避
難
所

は
手
厚
い
対
応
が
あ
る
一
方

で
、
被
災
者
の
自
立
が
遅
れ

る
傾
向
が
あ
り
、
職
員
の
負

担
も
大
き
く
疲
弊
す
る
問
題

が
あ
る
。
自
主
避
難
所
は
地

域
主
体
で
運
営
さ
れ
る
た
め
、

仮
設
住
宅
へ
の
移
行
な
ど
次

の
ス
テ
ッ
プ
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
利
点
が
あ
る
。

能
登
町
で
は
可
能
な
限
り

地
域
主
体
の
運
営
で
行
う
方

針
。
ま
た
、外
国
人
対
応
で
は
、

少
数
で
は
あ
る
が
外
国
人
研

修
生
が
い
た
と
こ
ろ
で
は
、地

域
と
の
調
整
が
難
し
く
、別
対

応
が
必
要
と
な
っ
た
。

内
田	

熊
本
地
震
時
、
宇

土
市
で
は
初
期
対
応
で
職
員

が
避
難
所
運
営
と
物
資
搬
送

に
追
わ
れ
、
復
旧
業
務
が
停

滞
し
た
。
応
援
職
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参
入
後
、
避
難

所
運
営
は
段
階
的
に
民
間
委

託
へ
移
行
し
た
。

現
在
は
自
主
防
災
組
織
が

１
５
７
行
政
区
の
約
90
％
で

整
備
さ
れ
、
７
地
区
で
自
主

防
災
組
織
連
絡
協
議
会
の
結

成
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
う

ち
４
地
区
で
連
絡
協
議
会
が

誕
生
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

２
地
区
が
地
区
防
災
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。
最
終
的
に

は
、
地
区
防
災
計
画
の
中
で
、

避
難
所
運
営
委
員
会
を
設
置

し
、施
設
管
理
者・自
主
防
災

組
織
と
職
員
の
共
同
運
営
を

目
指
し
て
い
る
。

自
主
避
難
所
は
熊
本
地
震

時
、
公
民
館
を
中
心
に
行
政

区
長
が
市
民
を
誘
導
す
る
な

ど
活
動
。
宇
土
市
で
は
、
こ

の
流
れ
で
進
め
て
い
る
状
況
。

熊
本
地
震
当
時
、
外
国
人

に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て
い

な
い
。
宇
土
市
で
も
大
企
業

へ
の
就
労
な
ど
で
外
国
人
は

増
え
て
お
り
、
現
在
は
企
業

に
出
向
き
防
災
講
話
を
実
施

す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。

加
藤	

関
東
側
（
首
都
圏

一
体
）
で
は
指
定
避
難
所
も

住
民
主
体
で
運
営
す
る
体
制

が
一
般
的
で
あ
り
、
都
市
部

で
も
そ
の
考
え
方
が
浸
透
し

て
い
る
。
一
方
、
西
日
本
で

は
行
政
主
体
の
運
営
を
前
提

と
す
る
傾
向
が
強
い
が
、
実

効
性
の
検
証
が
不
十
分
で
不

安
が
残
る
。

宇
土
市
が
策
定
を
進
め
て

い
る
地
区
防
災
計
画
は
、
住

民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
提
案
し
、

地
域
防
災
計
画
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
法
定
計
画
で
あ
り
、

地
域
ご
と
の
対
応
能
力
を
明

確
化
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
有

効
。
行
政
は
こ
の
計
画
を
活

用
し
、
地
域
の
防
災
力
を
把

握
し
な
が
ら
協
働
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

加
藤	

次
の
災
害

に
備
え
る
と
い
う
意

味
で
は
、
伊
豆
市
の

「
海
と
共
に
生
き
る

観
光
防
災
ま
ち
づ
く

り
」
や
能
登
町
「
能

登
半
島
地
震
・
奥
能

登
豪
雨
か
ら
の
復
興

に
向
け
て
」
の
事
例

も
、
共
通
し
て
い
る

と
い
う
気
が
し
た
。

要
す
る
に
、「
今

地方創生は復興
次の災害への備えの取組

は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
災
害
の

最
中
に
あ
っ
て
、
地
方
創
生

は
復
興
で
も
あ
り
、
次
の
災

害
へ
の
備
え
の
取
組
で
も
あ

る
」
と
言
え
る
。

地
域
に
あ
る
全
て
の
も
の

を
上
手
に
繋
げ
て
使
っ
て
、

維
持
で
き
る
ベ
ク
ト
ル
を

作
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
災

害
へ
の
備
え
、
応
急
対
応
へ

の
備
え
も
拡
充
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
。

加藤東京大学生産技術研究所教授
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駿
河
湾
に
面

す
る
同
市
土
肥

地
域
は
、
美
し

い
夕
日
で
知
ら

れ
、
富
士
山
を
臨

む
絶
景
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
美
し
い

景
観
を
有
す
る

温
泉
郷
。
豊
か
な

農
林
水
産
物
、
歴

史
あ
る
観
光
に
恵
ま
れ
、
か

つ
て
は
海
岸
沿
い
に
多
く

の
温
泉
旅
館
が
建
ち
並
ぶ
、

活
気
あ
る
観
光
地
で
、
戦
後

の
金
山
創
業
期
に
1
万
人
を

超
え
る
人
口
を
擁
し
て
い
た
。

し
か
し
、
近
年
は
毎
年
減
少

の
一
途
を
辿
り
、
現
在
は
人

口
３
０
０
０
人
未
満
の
深
刻

な
過
疎
地
域
で
、
高
齢
化
率

は
約
50
％
と
極
め
て
高
い
。

地
域
社
会
の
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
る
中
、
静
岡
県
は
平
成

23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
に
、
国
が
実
施

し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
被
害
想
定
を
踏
ま
え
、
平

成
25
年
11
月
に
静
岡
県
第
4

次
被
害
想
定
を
公
表
し
た
。

同
想
定
に
よ
る
と
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波

被
害
想
定
で
は
高
さ
10
㍍
の

津
波
が
最
短
6
分
で
到
達
し
、

死
者
は
人
口
の
40
％
超
の
１

４
０
０
人
と
さ
れ
、
観
光
客

を
含
め
た
迅
速
な
避
難
と
人

的
被
害
防
止
が
喫
緊
の
課
題
。

地
域
の
衰
退
防
止
と
命
の
安

全
確
保
と
い
う
困
難
な
両
立

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

伊
豆
市
は
観
光
資
源
を
守

り
な
が
ら
、
差
し
迫
る
津
波

の
脅
威
に
立
ち
向
か
う
べ

く
、
地
域
住
民
と
共
に
歩
ん

だ
観
光
防
災
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

伊
豆
市
は
、
津
波
防
災
地

域
づ
く
り
推
進
計
画
を
平
成

28
年
に
策
定
開
始
し
た
。
特

徴
は
行
政
主
導
で
は
な
く
住

民
主
体
で
進
め
た
点
で
、
徹

底
し
た
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
。

協
議
会
に
は
観
光
業
界
や
地

域
代
表
、
学
校
関
係
者
な
ど

が
参
加
し
、
延
べ
５
０
０
人

以
上
と
公
開
形
式
で
議
論
を

重
ね
た
。当
初
、防
潮
堤
の
景

観
問
題
や
「
オ
レ
ン
ジ
ゾ
ー

ン
」
指
定
に
よ
る
土
地
評
価

低
下
へ
の
懸
念
が
課
題
だ
っ

た
が
、
住
民
の
前
向
き
な
意

見
を
契
機
に
、
災
害
リ
ス
ク

を
公
開
し
区
域
指
定
を
丁
寧

に
進
め
る
方
針
へ
転
換
し
た
。

最
終
的
に
「
海
と
共
に
生
き

る
」
を
基
本
理
念
と
し
、
観

光・環
境・防
災
の
バ
ラ
ン
ス

を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、「
共
生
す
る
」「
逃

げ
る
」「
生
き
延
び
る
」「
守

る・減
ら
す
」の
4
本
の
柱
か

ら
な
る
計
画
を
策
定
し
た
。

推
進
計
画
策
定
後
、
伊
豆

市
は
平
成
29
年
度
を
「
観
光

防
災
ま
ち
づ
く
り
開
化
元

年
」
と
位
置
づ
け
、
地
域
主

体
の
取
組
と
理
解
促
進
を
進

め
、
土
地
評
価
額
低
下
の
懸

念
に
は
金
融
機
関
へ
の
確
認

で
払
拭
し
、
説
明
会
や
ス
ー

パ
ー
前
で
の
対
話
な
ど
丁
寧

な
情
報
発
信
を
実
施
。
中
学

生
を
巻
き
込
ん
だ
ア
イ
デ
ア

提
案
や
40
回
超
の
意
見
交
換

を
経
て
、
平
成
30
年
に
は
全

国
初
の
津
波
災
害
特
別
警
戒

区
域
指
定
を
達
成
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
大
学
や
企
業
と

の
連
携
が
進
み
、
科
学
的
な

避
難
訓
練
や
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
導
入
。
取
り
組
み

は
「
ジ
ャ
パ
ン
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
８
」
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
、
区
域

土肥温泉旅館協同組合
伊豆漁協土肥支所
伊豆市観光協会土肥支部
伊豆市商工会土肥支部

産業産業
東京大学生産技術研究所
　教授　加藤孝明
静岡大学防災総合センター
　准教授　原田賢治

伊豆市区長会
土肥地区区長
土肥地区区長

土肥・小土肥地域づくり協議会
西豆地区地域づくり協議会
民生委員（土肥地区）
土肥中学校 PTA会長

大学大学

観光・環境・防災のバランスがとれたまちづくり
に向けて土肥地域一丸となって取組を推進

行政行政

国土交通省
静岡県
伊豆市

地域地域

海
で
遊
ぶ
観
光

客
や
地
域
住
民
を

津
波
の
脅
威
か
ら

守
る
「
避
難
施
設
」

と
し
て
、平
常
時
に

は
遊
び
、
く
つ
ろ

ぎ
、
交
流
で
き
る

「
観
光
施
設
」
を
兼

ね
備
え
た
全
国
初

の
津
波
避
難
複
合

施
設
「
テ
ラ
ッ
セ 

オ
レ
ン
ジ 

ト
イ
」
が
令
和
6
年
7
月
12

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

同
施
設
は
、
土
肥
地
区
の

中
心
と
な
る
松
原
公
園
に
約

１
２
０
０
人
の
避
難
困
難
者

が
発
生
す
る
こ
と
が
判
明
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
防
災
と

観
光
活
性
化
を
両
立
す
る
施

設
と
し
て
検
討
さ
れ
た
。

令
和
２
年
に
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、防
災
機
能
と
観
光

資
源
活
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
し
な
が
ら
、展
望
や
商
業
ス

ペ
ー
ス
を
備
え
た
複
合
型
施

設
の
設
計
を
進
め
、
令
和
３

年
に
建
設
位
置
を
海
側
に
決

定
し
、
令
和
６
年
６
月
に
完

成
。避
難
訓
練
で
は
約
２
０
０

人
が
６
分
以
内
に
避
難
で
き

る
結
果
を
確
認
し
、翌
７
月
に

「
テ
ラ
ッ
セ
オ
レ
ン
ジ
ト
イ
」

と
し
て
供
用
開
始
し
た
。

津
波
が
到
達
し
な
い
海
抜

14
㍍
に
避
難
フ
ロ
ア
と
展
望

フ
ロ
ア
を
設
け
、
災
害
時
に

は
約
１
２
０
０
人
を
収
容
で

き
る
。
平
常
時
は
レ
ス
ト
ラ

ン
や
展
望
台
と
し
て
活
用

し
、
観
光
と
防
災
の
両
立
を

実
現
。
建
物
外
周
に
2
本
の

階
段
を
設
置
し
、
観
光
客
で

も
避
難
経
路
が
一
目
で
分
か

る
設
計
と
し
、
非
常
食
や
保

存
水
、
救
急
セ
ッ
ト
、
紙
オ

ム
ツ
、
簡
易
ト
イ
レ
、
海
水

浴
客
向
け
避
難
用
シ
ュ
ー
ズ

な
ど
も
備
蓄
。

総
事
業
費
は
約
12
億
円

で
、
国
土
交
通
省
の
交
付
金

と
県
の
補
助
金
を
活
用
し

た
。
施
設
誕
生
は
「
海
と
共

に
生
き
る
」
理
念
の

象
徴
で
あ
り
、
今
後

も
命
と
健
康
を
守

る
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て

発
展
を
目
指
す
。

松原公園津波避難複合施設
テラッセオレンジトイ

の
愛
称
を
「
海
の
ま
ち
安
全

創
出
エ
リ
ア
」
と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
、
観
光
客
へ
の
積
極

的
な
情
報
発
信
で
地
域
の
前

向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
。

海と共に生きる
観光防災まちづくり

RFRF
(T.P.+21.8m)(T.P.+21.8m)
4F4F
(T.P.+18.0m)(T.P.+18.0m)

想定津波高さ想定津波高さ
(T.P.+10.0m)(T.P.+10.0m)

中間避難中間避難
スペーススペース

松原公園松原公園

2F2F
1F1F

避難スペース避難スペース
/ 展望台/ 展望台

避難スペース避難スペース
/レストラン/レストラン

3F3F
(T.P.+14.0m)(T.P.+14.0m)

海水浴場海水浴場

伊豆市

テラッセ オレンジ トイ（写真＝公式ホームページより）

資料：説明資料をもとに本会で編集

各フロアの機能及び避難経路図



全 国 市 議 会 旬 報 第 2321 号（11）令和 7年 12月 15日号

海
南
市
で
は
、

県
の
要
請
を
受
け

て
令
和
５
年
２
月

に
「
事
前
復
興
計

画
」
を
策
定
し
た
。

当
初
、
職
員
に
は

「
復
興
」
と
い
う
概

念
が
浸
透
し
て
お

ら
ず
、
被
災
経
験

や
派
遣
経
験
も
な

い
た
め
、
計
画
の

必
要
性
や
目
的
が
理
解
し
づ

ら
い
状
況
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、

ま
ず「
復
興
と
は
何
か
」を
共

通
認
識
と
し
て
持
つ
こ
と
か

ら
始
め
、地
域
の
課
題
や
将
来

の
方
向
性
を
議
論
し
な
が
ら
、

独
自
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

形
式
で
計
画
を
作
成
し
た
。

こ
の
計
画
に
は
法
的
義
務

や
明
確
な
作
成
基
準
が
な

か
っ
た
た
め
、
海
南
市
で
は

3
年
間
に
わ
た
り
段
階
的
に

取
り
組
ん
だ
（
左
上
掲
）。

「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
テ
ー
マ

別
研
修
会
」
を
通
じ
て
、
具

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

た
。
例
え
ば
、
高
台
移
転
の

可
能
性
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
と

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
に
検

討
し
た
が
、
災
害
時
の
被
害

は
確
定
で
き
な
い
た
め
、
そ

の
ま
ま
答
え
と
せ
ず
、
あ
く

ま
で
勉
強
会
の
一
環
と
し
て
、

最
大
規
模
の
災
害
が
起
き
た

と
き
は
こ
う
い
う
ま
ち
づ
く

り
に
し
よ
う
と
い
う
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

次
世
代
を
担
う
地
元
の
高

校
生
や
大
学
生
、
若
手
市
役

所
職
員
を
巻
き
込
ん
だ
。
こ

の
訓
練
で
は
、
復
興
計
画
づ

く
り
の
練
習
と
し
て
、
イ

メ
ー
ジ
図
の
作
成
や
ス
ロ
ー

ガ
ン
づ
く
り
を
行
い
、
地
域

の
将
来
像
を
若
い
世
代
と
と

も
に
考
え
る
機
会
を
設
け
た
。

計
画
の
基
本
方
針
と
し
て

▽
復
興
の
理
解
と
事
前
準
備

に
よ
り
、
早
期
の
復
興
に
つ

な
げ
る
（
少
し
で
も
早
く
復

興
に
取
り
か
か
れ
る
）
▽
よ

り
良
い
復
興
（Build Back 

Better

）
に
つ
な
げ
る
▽
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
に
基
づ

く
復
興
の
推
進
に
つ
な
げ

る
（
総
合
的
な
観
点
か
ら
復

興
を
推
進
で
き
る
よ
う
に
す

る
）
3
つ
の
視
点
を
掲
げ
た
。

な
お
、
海
南
市
事
前
復
興

計
画
は
「
完
成
し
て
終
わ

り
」
で
は
な
く
、
今
後
10
年

間
で
達
成
す
る
目
標
と
し
て

位
置
づ
け
、
事
前
準
備
を
進

め
て
い
る
（
左
掲
）。

復
興
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ・

テ
ー
マ
別
研
修
会

■ ■ ■ 

事
前
復
興まち

づ
く
り
訓
練

■ ■ ■ 

計画の作成方法
⃝１年目････ 復興の基本概念を学ぶ

勉強会を実施
⃝2 ～ 3年目･･･････ ワーキンググル

ープやテーマ別勉強会を開催し、専
門家や経験者を招いて復興につい
ての知見を深める。能登半島地震

（2007年）や東日本大震災の被災自
治体職員等を招き、実践的な知見
を取り入れた

海南市事前復興計画の内容
⃝第1部　事前復興計画の目的や位置づけを掲載
⃝第2部　現状と課題：海南市の現状と課題整理
⃝第3部　東日本大震災からの復興の知見と教訓：事例集を盛り込み、

次に考える際の教科書とする
⃝第4部　復興ビジョン：総合計画との関連性を整理、5本の柱を設定
⃝第5部　復興プロセス：復興の流れを学び、64の施策を整理し、行動

マニュアル化
⃝第6部　復興事前準備：「より良い復興（Build Back Better）」に向け、

本計画作成後10年間を対策期間として、事前に実施すべき
取組を掲載

海南市事前復興計画
策定の実施プロセス

海南市

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
６
万
５
６
３
３
人

（
令
和
７
年
11
月
１
日
現
在
）

▽
面
積　
４
６
８・19
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
仙
台
藩
主

伊
達
政
宗
の
長
男
で
あ
る
伊

達
秀
宗
公
の
城
下
町
と
し
て

発
展
。
平
成
17
年
8
月
1
日

に
、
宇
和
島
市
・
吉
田
町
・

三
間
町
・
津
島
町
が
合
併
し

て
誕
生
。
宇
和
島
城
を
中
心

に
、
西
は
宇
和
海
に
面
し
リ

ア
ス
式
海
岸
や
有
人
島
が
あ

り
、
東
側
に
は
鬼
ヶ
城
連
峰

が
広
が
る
。「
国
の
重
要
文
化

的
景
観
」
で
あ
る
遊
子
水
荷

浦
の
段
畑
を
は
じ
め
と
す
る

豊
か
な
自
然
と
都
市
部
が
近

い
コ
ン
パ
ク
ト
な
南
予
地
方

の
中
核
都
市
で
あ
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
赤
い
円
と
緑

の
U
で
「
人
」
を
表
現
し
、青

は
「
海
と
空
」、
緑
は
「
自

然
」、
赤
は
「
き
ら
め
く
太

陽
」を
示
す
市
章
。「
人
と
交

わ
り
、
緑
と
話
し
、
海
と
語

ら
う
き
ら
め
き
空
間
都
市
」

を
象
徴
し
躍
動
感
を
表
現
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

20
人
（
現

在・男
性
17
人
、
女
性
３
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
７
年
８

月
31
日
。
立
候
補
31
人
。
投

票
率
62・99
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
8
月

の
選
挙
よ
り
、議
員
定
数
が
24

人
か
ら
20
人
と
な
る
中
、
30

代
男
性
2
人
、
女
性
の
新
人

が
1
人
と
計
3
名
の
新
人
議

員
の
当
選
と
な
っ
た
。ま
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
長
の
話

議
長
の
話

重要文化的景観「遊子水荷浦の段畑」
（写真提供＝宇和島市）

宇
和
島
市

第15回第15回

中平政志議長

委
員
長
市

社
会
文
教
委
員
会

紹
介

本
市
は
、
愛
媛
県
西
南
部

に
位
置
し
、
県
都
の
松
山
市

か
ら
車
で
1
時
間
20
分
程
の
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
・
文
化

に
彩
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
一

次
産
業
の
柑
橘
類
の
栽
培
や
、

真
珠
・
マ
ダ
イ
や
ブ
リ
等
の

養
殖
が
盛
ん
で
、
全
国
に
誇

る
特
産
品
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

ま
た
宇
和
島
城
天
守
は
現

存
12
天
守
の
一
つ
で
あ
り
、

複
数
の
無
形
民
俗
文
化
財
な

ど
の
伝
統
行
事
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

本
市
は
合
併
20
周
年
を
迎

え
、
こ
の
節
目
を
新
た
な
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
捉
え
、
今

後
も
持
続
可
能
で
活
力
あ
る

地
域
と
し
て
発
展
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
宇
和
島
市
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。



令和 7年 12月 15日号（12）第 2321 号 全 国 市 議 会 旬 報
▼
議
長

▽
韮
崎	
内
藤
正
之（
10・22
）

▽
横
手	
菅
原
正
志（
11・4
）

▽
平
戸	
近
藤
芳
人（
11・13
）

▽
湯
沢	

兼
子
正
寛（
11・14
）

▽
伊
賀	

西
口
和
成（
11・14
）

▽
豊
岡	

浅
田　
徹（
11・14
）

▽
由
布	

佐
藤
孝
昭（
11・14
）

▽
葛
飾	

	

梅
沢
と
よ
か
ず（
11・17
）

▽
南
城	

安
谷
屋
正（
11・17
）

▽
酒
田	

進
藤　
晃（
11・18
）

▽
西
脇	

村
岡
栄
紀（
11・19
）

▽
高
岡	

曽
田
康
司（
11・20
）

▽
大
野	

廣
田
憲
徳（
11・21
）

▽
南
あ
わ
じ	

	

谷
口
博
文（
11・21
）	

▽
い
ち
き
串
木
野	

	

松
崎
幹
夫（
11・21
）

▽
相
馬	

杉
本
智
美（
11・25
）

▽
新
城	

佐
宗
龍
俊（
11・25
）

▽
雲
仙	

大
久
保
正
美（
11・25
）

▽
恵
那	

柘
植
孝
彦（
11・26
）

▽
射
水	

高
橋
久
和（
11・27
）

▽
座
間	

松
橋
淳
郎（
11・27
）

▽
甲
州	

相
沢
俊
行（
11・28
）

▽
阿
南	

幸
坂
孝
則（
11・28
）

▽
白
岡	

中
川
幸
廣（
12・1
）

▽
い
な
べ	

渡
辺
一
弘（
12・1
）

▽
曽
於	

重
久
昌
樹（
12・1
）

▽
我
孫
子	

日
暮
俊
一（
12・2
）

▽
五
條	

窪　
佳
秀（
12・2
）

▽
観
音
寺	

大
平
直
昭（
12・2
）

▽
霧
島	

德
田
修
和（
12・2
）

▽
黒
部	

柳
田　
守（
12・3
）

▽
小
美
玉	

石
井　
旭（
12・3
）

▽
桑
名	

倉
田
明
子（
12・3
）

▽
糸
満	

徳
元
敏
之（
12・3
）

▽
大
田
原	

君
島
孝
明（
12・5
）

▽
匝
瑳	

都
祭
広
一（
12・5
）

▽
桶
川	

岡
安
政
彦（
12・8
）

▽
伊
勢	

北
村　
勝（
12・8
）

▽
奄
美	

多
田
義
一（
12・9
）

▽
加
須	
竹
内
政
雄（
12・10
）

▼
副
議
長

▽
黒
部	
中
野
得
雄（
9・3
）

▽
韮
崎	

中
島
美
弥
子（
10・22
）

▽
横
手	

本
間
利
博（
11・4
）

▽
平
戸	

井
元
宏
三（
11・13
）

▽
湯
沢	

石
川
隆
一（
11・14
）

▽
伊
賀	

山
下
典
子（
11・14
）

▽
豊
岡	

清
水　
寛（
11・14
）

▽
由
布	

平
松
惠
美
男（
11・14
）

▽
恵
那	

伊
藤
勝
彦（
11・26
）

▽
葛
飾	

細
木
ま
こ
と（
11・17
）

▽
南
城	

新
里　
嘉（
11・17
）

▽
酒
田	

齋
藤　
直（
11・18
）

▽
岩
国	

山
本
辰
哉（
11・18
）

▽
西
脇	

岸
本
年
裕（
11・19
）

▽
高
岡	

中
村
清
志（
11・20
）

▽
南
あ
わ
じ	

	

阿
部　
守（
11・21
）

▽
い
ち
き
串
木
野	

	

西
田
憲
智（
11・21
）

▽
相
馬	

山
中
宣
明（
11・25
）

▽
越
前	

大
久
保
惠
子（
11・25
）

▽
新
城	

丸
山
隆
弘（
11・25
）

▽
雲
仙	

坂
本
弘
樹（
11・25
）

▽
射
水	

金　
賢
志（
11・27
）

▽
防
府	

宇
多
村
史
朗（
11・27
）

▽
甲
州	

青
柳
好
文（
11・28
）

▽
阿
南	

陶
久
晃
一（
11・28
）

▽
本
宮	

作
田　
博（
12・1
）

▽
い
な
べ	

	

位
田
ま
さ
子（
12・1
）

▽
曽
於	

鈴
木
栄
一（
12・1
）

▽
我
孫
子	

飯
塚　
誠（
12・2
）

▽
五
條	

秋
本
直
嗣（
12・2
）

▽
観
音
寺	

合
田
隆
胤（
12・2
）

▽
南
さ
つ
ま	

	

田
中
広
海（
12・2
）

▽
霧
島	

山
口
仁
美（
12・2
）

▽
小
美
玉	

谷
仲
和
雄（
12・3
）

▽
糸
満	

金
城
幸
盛（
12・3
）

▽
南
砺	

竹
田
秀
人（
12・4
）

▽
高
萩	
渡
辺
悦
夫（
12・5
）

▽
大
田
原	

	

大
豆
生
田
春
美（
12・5
）

▽
匝
瑳	
増
田
正
義（
12・5
）

▽
桶
川	

岩
﨑
隆
志（
12・8
）

▽
伊
勢	

吉
井
詩
子（
12・8
）

▽
奄
美	

栄
ヤ
ス
エ（
12・9
）

▼
事
務
局
長

▽
横
手	

菅
原
ゆ
か
り（
4・1
）

▽
高
岡	

松
本
武
司（
4・1
）

▽
黒
部	

川
添
礼
子（
4・1
）

▽
大
野	

横
田
晃
弘（
4・1
）

▽
浜
松	

新
谷
直
幸（
4・1
）

▽
鳥
栖	

江
下　
剛（
4・1
）

（
令
和
7
年
12
月
11
日
報
告
分
）

議
会
人
事

災害の激甚化や単身高齢世帯の増加など、地域課題が複雑化・困難化する現在、地域コミュニティの力が必要不可欠です。
一方、地域コミュニティの衰退は深刻な「自治の崩壊」の危機に直面しています。従来の「行政が全てを整える」というやり方は、結果と

して地域を行政依存に導き、自らの知恵と工夫で課題解決を進める「自治の力」を奪ってきたのではないでしょうか。
このセミナーでは、持続可能な地域コミュニティのあり方や行政と地域の関わり方を学び、地方議会議員が果たすべき役割を考えます。

対 象	 地方議会議員
	 地域コミュニティ担当職員
	 地域づくりに関心がある方ならどなたでも
募集人数	 50名程度
参加費	 15,000円　
申込方法	 地域活性化センターウェブサイトから
	 お申込みはこちら ➡ 

申込方法等

日 程	 令和８年１月23日 (金)　13:30～17:30
場 所	 ビジョンセンター東京八重洲
	 東京都中央区日本橋２ー３ー4 日本橋プラザビル ９階

日程等

主催・お問合せ先：一般財団法人 地域活性化センター（セミナー統括課）

持続可能な地域コミュニティを目指し
地方議会議員 ができること

「何でもやってあげる行政」からの脱却

地域コミュニティは、今こそ変革し、力を発揮すべき時
自治の力を奪うのではなく、地域コミュニティの主体性を育む

03-5202-6134 seminar@jcrd.jp https://www.jcrd.jp/

自立できる地域をどう設計するのかが、あなたの仕事 令 和
８ 年 1月23日 金

一般財団法人
地域活性化センター
�������������������������������������

13:30 ～ 17:30

人口減少や過疎化により地域コミュニティが衰退し、生活に必要なサービスの維持が
困難に。「地域づくりのインフラ」としての「地域運営組織(RMO)」設立・運営が不可欠。

特別講師
近藤 寿喜 氏 

総務省 地域力創造グループ地域振興室長（併）
人材力活性化・連携交流室長 

櫻井 常矢 氏 高崎経済大学 地域政策学部 教授

専門は社会教育学、地域づくり、非営利組織の教育力。大学での
教育研究活動と同時に、地域づくりに市民主体の活動、あるいは
自治会、NPO、公民館等の事業活動を介在させたモデル事業を
全国各地で展開。人材育成を軸とした地域運営組織（RMO）の
形成や市民協働によるまちづくりに実践的にアプローチしている。

主任講師

愛媛県西予市
田之筋地域づくり活動センター主事　上甲 啓一郎 氏 

特別講師

愛媛県西予市の田之筋地区では、地域づくり協議会・地域づ
くり活動センター・学校が連携した取組を盛んに行い、地域課
題を解決している。
【主な事業】・「わらアート」による観光スポットの創出・「たのすじ
マルシェ」での交流促進・空き店舗を活用したサードプレイス（コ
ミュニティ・起業支援の場）の創出
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